
 

 
 

戦後、約 80 年となり、悲惨な戦争・原爆の記憶を 

語り伝える人が少なくなりました。 

市では、小・中学校を対象に被爆体験講話を行っていますが、 

八千代高校 2 年生が、事前学習で講話を聞いたあと、 

修学旅行で広島を訪問しました。 

高校生が感じたことを、平和へのメッセージにして皆さんに伝えます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

高校生が伝える  

「忘れないで。原爆の記憶」  

≪主な内容≫ 
・被爆体験講話「小谷さんとあっちゃんのおはなし」 

・高校生が伝えるメッセージ 

    「戦争がなぜ起こってしまうのか」    緑川 佑 

    「ヒロシマ 復興への道のり」      滑川 ゆの 

「原爆の子の像と折り鶴」       並木 春華 

「平和な未来をつくる」                矢部 杏奈 

・八千代少年少女合唱団の演奏 

≪入場無料≫  
当日直接会場へお越しください 
 

2 月10 日（土）1時 
勝田台文化センターホール 
 

 

◆主催 八千代市   【問い合わせ】 シティプロモーション課 ☏047—483‐1151 


